
Tomiya UNEScO 

NEWS LETTER 
  令和 6年度 第 2号 ユネスコ企画部発行 2024年 9月 

 

 

 

 

 

 

 

  
2学年において、９月 5日（木）にこれから始まる課題研究のテーマ設定に向けて、研修ツアーが行われました。研修ツ

アーでは、各クラスで地域の諸課題に取り組んでいる企業・行政・NPOなどを訪問し、その地域の現状と課題、そして

解決に向けた取り組みについて学びました。訪問先は以下の通りです。 

2年1組 ふうどばんく東北 AGAIN （施設見学・講話・ワークショップ） 

     → アクアイグニス仙台 （施設見学・講話・ワークショップ） 

2年2組 富谷市民俗ギャラリー・しんまち （民俗ギャラリーで研修） 

     → 秋保ヴィレッジ （施設見学・講話・ワークショップ） 

2年3組 秋保ヴィレッジ （施設見学・講話・ワークショップ） 

     → 富谷市役所養蜂事業 （市役所内で研修） 

2年4組 宮城大学大和キャンパス （施設見学・講話・ワークショップ） 

     → 株式会社ユーメディア （施設見学・講話・ワークショップ） 

2年5組 ナカリ株式会社 （工場見学・講話・ワークショップ） 

     → ふうどばんく東北 AGAIN （施設見学・講話・ワークショップ） 

2年6組 株式会社ユーメディア （施設見学・講話・ワークショップ） 

     → 富谷市民俗ギャラリー・しんまち （民俗ギャラリーで研修） 

2年7組 アクアイグニス仙台 （施設見学・講話・ワークショップ） 

     → 宮城大学太白キャンパス （施設見学・講話・ワークショップ） 

～生徒の声～ 

○地域の復興や過疎化の問題について考えてみて、地域や町の人とつながりを持つのは大切なことだと分かりま

した。「地域の輪」の重要性について理解することができました。(宮城大学) 

○米が各家庭に届くまでの過程を学ぶことができ、貴重な体験になりました。主食である米を安定的に流通させ

るために、多くの人の努力があることを知り、食に対する見方が変わりました。また、宮城県産の米の他に、西

日本側の米も食べてみたいと思いました。(ナカリ株式会社) 

○一番衝撃だったのは、ふうどばんくで活動している方々は「ありがとう」という言葉のために無償で活動して

いるということでした。この活動だけに限らず、私も誰か人のために無償で行動できる人になりたいと思いまし

た。また、身近に存在する貧困の問題について、さらに調べたいと思いました。(ふうどばんく東北 AGAIN) 

 

 

 

  



8 月 31 日（土）樹咲祭の一般公開が行われ、多くの方に富谷高校の文

化祭をご覧いただききました。樹咲祭では、ユネスコ委員が『届けよう服

のチカラ』プロジェクトの一環として、子供服の寄付を募りました。 

『届けよう服のチカラ』プロジェクトは、ファーストリテイリングが

UNHCR（国連難民高等弁務官事務所）と連携して行う、小・中・高校生

を対象とした参加型の学習プログラムです。難民の子どもたちへの支援

として、着なくなった子供服を回収し届けることで、SDGs12「つかう責

任・つくる責任」に貢献することを目指しています。本校はユネスコスク

ールとして、このプロジェクトに毎年参加しています。ユニクロ・GUさんの協力

のもと、ユネスコ委員が中心となり、樹咲祭では多くの来場者から子供服の寄付をい

ただきました。特に、遠方から足を運んでくださった方々も多く、学校の取り組みに多く

の関心を寄せていただいたことを感じました。樹咲祭に先立ち、8月 27日（火）には本

校ユネスコ委員がミヤギテレビの人気番組『Oh!バンデス』に出演し、このプロジェクト

を広く告知しました。その結果、樹咲祭当日には多くの校外の方々からも子供服の寄付をいただくことができました。 

寄付いただいた服は、今後世界中の子どもたちの元へ届けられます。ご協力いただきました皆様、本当にありがとうござ

いました。引き続き、この取り組みにご理解とご支援を賜りますよう、よろしくお願いします。 

８月 24 日(土)、毎年開催されている泉の夏祭りは、数万人の人々が

泉中央駅や七北田公園、そしてユアテックスタジアム仙台の周辺に集

まります。本校ユネスコ委員会のメンバーと 3年生の有志たちは、泉青

年会議所の方々と協力し、ボランティアとしてさまざまな活動に参加し

ました。具体的には、切り絵制作や灯ろうの組み立て、さらには花火会

場の設営など、会場運営に重要な役割を果たしました。事前準備から

当日のサポートまで、一人ひとりが持ち場で積極的に行動し、地域の

一員として祭りの成功に貢献する姿が見られました。特に、花火会場の

設営では、会場内の安全確保に配慮しながらの作業となり、ボランティアの皆さんのチームワークが光りました。また、切

り絵制作では、伝統的な技法を活かしながらも創造的な作品を生み出し、来場者の目を楽しませました。生徒たちは、こ

のような地域との交流を通じて貴重な経験を積み、地域社会への貢献の大切さを学んだことでしょう。 

 

 富谷高校に来た留学生。2年 1組(国際・人文類型クラス)で学校生活を過ごしています。 

 

 

 

 

 

授業や学校行事、部活動といった様々な活動を通じ、多くの富高生と交流を深め、 

有意義な留学生活を過ごしています。 
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